
９月に新学期が始まり、教育講
座の研修会が軒並みで、私も仕事
柄、２つの研修会に参加しまし
た。「自閉症再研究」と「３－４才
教育児基本講座」です。いずれも
州教育局の主催で無料ですが専門
家や当事者が押しかけて超満員、
２グループに分けて開催されまし
た。
「自閉症再研究」の方は教育委
員会の大講堂で、参加者１グルー
プ４０人限定で幼稚園や小学校の教
師、自閉症児の両親などが集い、
熱心に経験や疑問点を投げかけて
いました。私の担当家族にも何人
か自閉症児がおり、大変に勉強に
なりました。講師は医学心理士と
スピーチセラピストの２人で、２
日間朝８時半から４時半までとか
なりの強行スケジュールでした
が、参加者全員立ち去りがたい思
いを残しました。自閉症は２才過
ぎた頃から気付き始めることが多
いのですが、色々なタイプの症状
があり、断定しにくいのが現状で
す。父親が仕事を休んで参加して

自分の子の事例を話したり、夫婦
して熱心にメモを取りながら時に
は頷きあっていたり、世話に追わ
れて疲れ切っている若い母親や教
師が涙を浮かべて励ましあってい
るのが印象的でした。名案も妙薬
もありませんが、周りや地域社会
の理解や協力を強固にして明るい
未来を作ろうという意欲に満ちて
いました。
もう一つの研修会は、「Better

Beginnings, Better Futures－初め
良ければ未来は明るい」です。３
－４才児をプリキンダーガーテン
（前幼稚園児）と言いますが、そ
の子らの基本的教育を考える研修
会で、参加者は保育園経営者とそ
の教師陣、プリスクール担当父兄
とその教師達の参加でこれまた大
賑わいでした。１回目は満員で２
回目に辛うじて参加を許されまし
た。西部開拓記念館の大宴会場で
１００人位集まりました。
保育園は私立もありますが、プ
リスクールは教育委員会の協力
で、小学校を借り、関係父兄が率

先して経営し、教師を雇う例が多
くなっています。３才の孫も、娘
が経営委員の１人で、週２回各２
時間半、毎回親が２人当番で教師
助手を務め、近所の小学校で行っ
ています。教材器具の整備も消毒
も親の役目です。勿論自閉症や障
害児も来ますので、州のコミュニ
ティスクールとして貴重な存在で
す。コミュニティパートナーシッ
プは必須です。小学校に空きがな
ければ、近所の教会や集会所を使
います。共働きの家庭が圧倒的で
すので、父兄の協力は皆のスケジ
ュールも加味して、９月に大体の
年間の当番表を作ります。３才か
らのサッカーチームもそうですが
忍耐強い父兄の協力で子供の未来
は作られていると言っても過言で
はありません。
「急ぐ用事は忙しい人に頼め」
といわれますが、ここでも同じ
で、皆忙しく過ごしながらも子供
達の為の時間も惜しまず、限られ
た日常を有効に使いこなしていま
す。
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